





































 A さん（上町、男性、71 歳）への聞き


















上町では春に 1 回、夏に 2 回（6 月・7 月）、秋に 1 回と年に 4 回の祭りが地区の神


















現在、その観音像は盗まれてしまいないとのことである。7 月は本祭であり 2 日間にわ
たり、最も規模が大きい。 
祭りではキリコは上町内の集落ごとの班から出される。上猪谷地区・下猪谷地区で 1
つ、万敷・上和住で 1 つ、下和住・中和住で 1 つ出されるが、坪ノ口、山根、久亀屋で
は高齢化による担ぎ手不足のためキリコは出されなくなった。また本祭ではキリコの他
 
表 2 各地区の神社祭礼の日程 
地区名 春祭り 夏祭り 秋祭り 
上町 4 月 4 日 7 月 22 日、23 日 11 月 5 日 
合鹿 4 月 3 日 
7 月 16 日（岩多神社） 
7 月 10 日（羽黒神社） 
7 月 15 日（伊須留岐神社） 
10 月 11 日 
中ノ又 3 月 14 日 7 月 17 日、18 日 10 月 17 日 
わすみ団地 なし なし なし 
天坂 4 月 5 日 7 月 21 日、22 日 11 月 20 日 
寺分 4 月 10 日
7 月 25 日、26 日（合同） 
10 月 15 日 
五郎左エ門分 4 月 10 日 10 月 15 日 
中斉 4 月 4 日 7 月 30 日、31 日 10 月 11 日 
神和住 4 月 3 日 8 月の第一土曜日、日曜日 10 月 16 日 
（出所：聞き取り調査をもとに筆者作成）
   
写真 1、2 上町地区神社祭礼の様子（いずれも上町公民館提供） 
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 寺分では、春は 4 月 10 日に豊作祈願のために春祭りが行われ、地区内の班がそれぞ
れ分担して料理を作り、集まって食事をする。秋には 10 月 15 日に収穫を感謝する新
嘗祭が行われ、春祭りと同様に料理が振る舞われる。祭りの予算は毎月徴収される一人
1,500 円の区費によって賄われている。運営は地区の総代、区長、青壮年団長から構成
される祭礼委員から構成される（B さん 寺分、男性、64 歳）。 






担いで元の神社に戻される。夏祭りは 7 月 25 日、26 日にわたって行われ、25 日の夜
にはヨバレ（後述）が開かれる。その際には各家はごちそうを振る舞い、多くの親戚や
友人を家に呼ぶ。参加者についてはほとんどが寺五以外の地区から訪れている。祭りの
運営は両区の宮総代 3 人ずつと、両区の区長、青壮年団長の 9 名で行われる（B さん）。 
 
2.3 合鹿 
 合鹿地区には 3 つの神社があり、春祭り、夏祭り、秋祭り、は全てそれぞれの神社が
別々で行う。3 つの神社とは、多々良・合鹿を合わせた上合鹿にある岩田神社、小木ノ
又にある羽黒神社、言若にある伊須留岐神社である（D さん 合鹿、男性、62 歳）。 
それぞれの神社は各班で管理され、区長は関わりがない。宮総代は各班から管理地に
ある神社に対して各 3 人計 9 人選出され、任期は 3 年である。またこれとは別に祭り
の準備等を行う宮当番がいるが、これは毎年班で 1 人ずつ選ばれる（D さん）。 
どの祭りでも神輿を出しているが、キリコは担ぎ手不足のため現在では用いられてい
ない。夏祭りは宵祭りと本祭りの 2 日にわたって行われる。それぞれの地区の宵祭り日











各組では 1 つずつキリコを所有している。中斉では春祭りが 4 月 4 日に、夏祭りが 7 月
30 日と 31 日に、秋祭りが 10 月 11 日に行われる。現在、春祭りと秋祭りでは神事のみ
が行われているが、以前はキリコも出していた。夏祭りは、宵祭りではキリコ 1 つ神輿
1 社が、本祭りでは神輿 2 社が出される。 









G さん（神和住、男性、79 歳）によると、祭りは春、夏、秋の 3 回行われる。春祭





 また最近、寺の天井裏から 20 年ぶりに 8 尺＝20m 位のキリコが出てきたという（H















 中ノ又では 3 月 14 日に春祭り、7 月 17 日、18 日に夏祭り、10 月 17 日に秋祭りが
行われる。これらは全て中ノ又の豊受神社で行われる祭りである。神社から神輿が出さ
れるのは春祭りと秋祭りである。夏祭りは 7 月 17 日が宵祭りで、7 月 18 日が本祭りと
なっている。秋祭りは新嘗祭であり、かつては 11 月 17 日に行っていたが、稲刈り後に
出稼ぎに出てしまう人が多くなったので、10 月 17 日に変更された。また他所に出てい
る若者も祭りに参加できるようにと祭りの日程を土日に変更したこともあったが、他の












































木を切って神輿を作ったこともあるという声も聞かれた（M さん 寺分、男性、76 歳）。 
 地区の神社祭礼とは別に平等寺が独自に行っている行事も多い。主なものとしては 4






























































       図 1：上町地区の性別年齢層別人口 
 






















  高齢者数 高齢化率
男性 171 人 35% 
女性 238 人 46% 
計 409 人 41% 
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テージや、レーザー光線を用いたアートなどもその工夫の一つと言える。とくにレーザ
ー光線を用いたアートは祭りのメインとなるキリコや花火とともに、光の祭典というテ
ーマに合わせて行われており、能登の伝統的なキリコとレーザーファンタジアという新
しい催しを融合させる工夫がみられる。 
やはりこの 2 つの祭りのように多くの集客ができているのは、内容もさることながら
地道な宣伝の効果なのではないだろうか。 
 とくにござれ祭りでの催し物では、ライブステージやレーザー光線を用いたアートな
ど新しいことにも挑戦しているが、それだけではなくメインとなるキリコと合わせて光
の祭典としており、伝統的なものも尊重しつつ新しさも出していこうという工夫ではな
いかと感じた。 
 
6．おわりに 
 今回の調査で僕は祭りを担当することになったが、残念ながら調査の中で祭りに参加
できたのはござれ祭りのみで、うまく調査ができるのか不安だったが、上町の方々のご
協力のおかげで、参加していない祭り等についても聞き取りを行うことができた。 
 この調査の中で村の人々の生活と祭りがどのように結びついているのか、またその祭
りがどのように変化しているのかを知ることができた。そして様々な問題の中でも伝統
的な行事を継承していくことの重要性について実感することができた。 
 最後に、本調査に協力していただいた方々に感謝を申し上げます。ありがとうござい
ました。 
 
 
  
